
 

 

14.3 使用性の照査【橋りょう編 9章】 

14.3.1 乗り心地【橋りょう編 9.2】 

（１）桁のたわみ【橋りょう編 9.2.3】 

桁のたわみの設計応答値 δRd を設計応答値 IRd，桁のたわみの設計限界値 δLd を設計限界値 ILd として，照

査を行う．なお，乗り心地の照査は，軌道中心位置で行うのが基本であるが，RC 単純 2 主 T 形桁では，

軌道中心位置での桁のたわみは，主梁位置での桁のたわみと大差がないため，桁のたわみの設計応答値 δRd

として，主梁位置での桁のたわみを用いる． 

 

（ａ）設計応答値 IRdの算定 

対象構造物は，十分な量の鉄筋が配置されているため，全断面有効とした剛性を用いてたわみを算定す

る．【コンクリート構造編 5.2.3.2】 

設計作用として，列車荷重，衝撃荷重を考慮する． 

δRd＝5/48･ME･l2／（Ec・I） 

ここに，ME ：列車荷重と衝撃荷重による設計最大曲げモーメント（＝1,030 kN･m） 

     l ：スパン（＝13.87 m） 

     Ec ：コンクリートのヤング係数（＝26.5 kN/mm2） 

     I ：主梁の断面二次モーメント（＝0.203 m4） 

∴δRd＝3.84 mm 

 

（ｂ）設計限界値 ILdの設定【橋りょう編 解説表 9.2.3】 

δLd＝Lb／900＝15.4 mm（機関車，複数連） 

ここに，Lb ：スパン長（=13.87 m） 

 

（ｃ）照査 

照査結果を表 14.3.1に示す． 

 
表 14.3.1 照査結果 

設計応答値 IRd δRd＝3.84 mm 
設計限界値 ILd δLd＝15.4 mm 
構造物係数 γi 1.0 
照査結果（γi・IRd／ILd） 0.25 
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